
 

 

上
越
民
商
定
期
総
会
開
催 

 

７
月
13
日(

日)

に
上
越
民
商
第
61
回
・

共
済
会
第
38
回
定
期
総
会
を
、
直
江
津
学
び

の
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
岩
澤
会
長
は

「
物
価
高
騰
で
、
飲
食
業

や
建
設
業
者
、
す
べ
て
の

業
種
の
商
売
が
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
状
況
に
あ
わ
せ

て
助
成
金
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
中
小

零
細
業
者
が
使
え
る
助
成
金
は
限
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
勢
力
が
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
、

行
政
を
動
か
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
年

一
年
、
景
気
を
回
復
さ
せ
る
為
に
、
『
消
費

税
は
５
％
に
戻
せ
！
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
』

の
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
記
帳
や
申
告
で

困
っ
て
い
る
業
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
多

く
の
業
者
に
民
商
を
宣
伝
し
、
営
業
と
生
活

を
守
る
た
め
に
、
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
」

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

総
会
後
、
元
事
務
局
長
の
相
馬
貞
治
さ
ん

を
迎
え
、
「
上
越
民
商
設
立
と
会
館
建
設
の

経
緯
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

「
上
越
民
商
の
前
身
、

『
上
越
親
和
会
』
と
し

て
昭
和
４２
年
に
会
員

３１
名
で
発
足
し
、
昭
和

４３
年
の
総
会
で
『
上
越

商
工
会
』
、
昭
和
４５
年
の
総
会
で
『
上
越
民

主
商
工
会
』
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
が
中
心

に
な
り
、
そ
の
時
々
の
情
勢
や
要
求
運
動
に

取
り
組
み
、
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
会
勢
は
、
総
会
を
迎
え
る
ご
と
に
増

勢
と
な
り
、
昭
和
５２
年
の
総
会
で
、
【
民
商

会
館
建
設
】
を
決
め
、
土
地
購
入
・
建
物
建

設
に
つ
い
て
、
当
時
の
会
員
さ
ん
に
協
力
を

訴
え
、
昭
和
５５
年
に
現
在
の
会
館
が
完
成
し

ま
し
た
。
４５
年
経
ち
、
会
の
財
産
で
あ
る
民

商
会
館
を
修
繕
し
て
貰
い
感
慨
深
い
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
上
越
民
商
の
顔
と
し
て
守
っ
て

下
さ
い
。
又
、
政
治
の
影
響
に
よ
り
業
者
が

激
減
し
て
い
る
中
で
の
民
商
活
動
は
大
変
で

す
が
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
馬
場
秀
幸
県
会
議

員
・
平
良
木
哲
也
市
会
議
員
さ
ん
に
、
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
新
三
役
人
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
ず
は
本
部
、
続
い
て
共
済
会
で
す
。 

会
長 

 

岩
澤
健
（
城
東
支
部
・
留
任
） 

副
会
長 

増
村
俊
一
（
城
西
・
留
任
） 

 

〃 
 

青
木
信
雄
（
直
西
・
留
任
） 

 

〃 
 

川
上
俊
一
（
雄
志
・
留
任
） 

 

〃
（
会
計
）
上
原
洋
一
（
城
東
・
留
任
） 

事
務
局
長 

金
井
加
壽
子
（
直
東
・
留
任
） 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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理
事
長 

  

増
村
俊
一
（
城
西
・
留
任
） 

  

〃 
 
 

安
達
清
（
春
日
山
・
留
任
） 

専
務
理
事 

伊
井
裕
美
（
城
西
・
留
任
） 

会
計
監
査
（
本
部
・
共
済
と
も
兼
務
） 

 
 
 
 
 

小
林
憲
譽
（
城
東
・
留
任
） 

 
 
 
 
 

仲
林
誠
一
（
直
西
・
留
任
） 

５
年
ぶ
り
！
第
10
回 

「
高
田
夜
の
街
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
」
開
催
!!

 

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
出
来
な
か
っ
た
、
「
夜

オ
リ
」
で
す
が
、
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

５
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
事

を
決
め
ま
し
た
。
早
々
に

出
店
の
お
願
い
に
回
り
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
民

商
事
務
所
に
は
、
以
前
参

加
し
て
く
れ
た
人
が
、
開

催
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、

「
も
う
や
ら
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

開
催
す
る
と
聞
い
て
楽
し
み
で
す
。
」
と
訪

ね
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。 

と 

き 

10
月
３
日
（
金
）
19
時
出
発 

と
こ
ろ 

イ
レ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
会
式 

 

参
加
費 

4

,

0

0

0
円 

 
 
 

◎
３
店
舗
を
回
り
ま
す
。 

「
税
務
調
査
の
事
前
通
知

の
11
項
目
」
に
つ
い
て 

７
月
を
過
ぎ
る
と
、
税
務

調
査
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
電
話
が
き
た
り
、
い
き

な
り
訪
ね
て
く
る
場
合
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
い
き
な
り
訪

ね
て
来
て
も
、
「
都
合
が
悪

け
れ
ば
」
断
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
慌
て
な

い
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
調
査
日
程
も
す
ぐ

決
め
な
い
で
、
後
日
連
絡
す
る
よ
う
に
対
処

し
ま
し
ょ
う
。税
務
調
査
で
は
、納
税
者
に
11

項
目
の
事
前
通
知
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
来
訪
や
電
話
で
の
通
知
の

場
合
、
必
ず
メ
モ
を
取
り
、
11
項
目
を
通
知

し
た
か
確
認
し
て
下
さ
い
。 

【
11
項
目
】 

①
実
地
調
査
を
行
う
旨 

②
実
地
の
調
査

を
行
う
日
時 

③
調
査
を
行
う
場
所 

④
調

査
の
目
的 

⑤
調
査
の
対
象
と
な
る
税
目 

⑥
調
査
の
対
象
と
な
る
期
間 

⑦
調
査
の
対

象
と
な
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件 

⑧
調
査
の
相
手
（
納
税
者
）
の
氏
名
及
び
住

所 

⑨
調
査
担
当
者
署
員
の
氏
名
及
び
所
属 

➉
②
と
③
は
変
更
可
能
で
あ
る
事 

⑪
④
～
⑦
で
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
事
項
に
つ

い
て
も
、
非
違
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
質

問
検
査
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と 

な
ど
で
す
。 

８
月
の
パ
ソ
コ
ン
記
帳
会 

 
 

８
月
20
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～ 

＊
事
務
所
が
留
守
に
な
り
ま
す
。 

 

8
月
5
日
（
火
）
、
事
務
局
員
交
流
会
の

為
、
一
日
中
留
守
に
な
り
ま
す
。 

＊
お
盆
休
み
と
配
達
集
金
の
お
願
い 

事
務
所
の
お
盆
休
み
は
、
８
／
９
～
８
／

17
迄
で
す
。
商
工
新
聞
は
、
８
／
11
日
号

は
休
刊
と
な
り
、
８
／
18
日
号
を
、
８
／
７
・

８
日
に
配
り
ま
す
。
８
月
の
会
費
集
金
は
、

早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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